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○松本市立博物館条例 

平成２４年３月１日 

条例第４号 

松本市立博物館条例（平成１７年条例第８４号）の全部を改正する。 

（目的） 

第１条 この条例は、市域の自然環境や文化、産業等の遺産の保護活用を図り、地域の多様な魅力や情

報を発信し、人々が集い、学び、出会い交流し、未来の創造に寄与するため地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２４４条の２の規定に基づき、松本市立博物館（以下「市立博物館」という。）の

設置及び管理等について必要な事項を定めることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 市立博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

松本市立博物館 松本市大手３丁目２番２１号 

２ 市立博物館に次の分館を置く。 

名称 位置 

国宝旧開智学校校舎 松本市開智２丁目４番１２号 

松本民芸館 松本市大字里山辺１３１３番地１ 

旧山辺学校校舎 松本市大字里山辺２９３２番地３ 

松本市立考古博物館 松本市大字中山３７３８番地の１ 

松本市はかり資料館 松本市中央３丁目４番２１号 

松本市旧司祭館 松本市開智２丁目６番２４号 

旧制高等学校記念館 松本市県３丁目１番１号 

窪田空穂記念館 松本市大字和田１７１５番地１ 

重要文化財馬場家住宅 松本市大字内田３５７番地６ 

松本市歴史の里 松本市大字島立２１９６番地１ 

松本市時計博物館 松本市中央１丁目２１番１５号 

松本市山と自然博物館 松本市大字蟻ケ崎２４５５番地１ 

松本市高橋家住宅 松本市開智２丁目９番１０号 

松本市四賀化石館 松本市七嵐８５番地１ 

松本市安曇資料館 松本市安曇３４８０番地２ 

３ 分館に次の附属施設を置く。 

分館 附属施設 

松本市はかり資料館 旧三松屋蔵座敷 
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窪田空穂記念館 窪田空穂生家 

松本市歴史の里 １ 重要文化財旧松本区裁判所庁舎 

２ 工女宿宝来屋 

３ 旧松本少年刑務所独居舎房 

４ 旧昭和興業製糸場 

５ 木下尚江生家 

６ その他付帯施設 

（事業） 

第３条 市立博物館及び分館（以下「博物館」という。）は、第１条の目的を達成するため、次の事業

を行う。 

(1) 市域の民俗、歴史、考古、産業、自然、文学、民芸等に関する実物、模型、模写、文献、図表、

写真、デジタルデータ等の博物館資料（以下「博物館資料」という。）の収集、保管、調査研究及

び展示に関すること。 

(2) 博物館資料の利用の必要な説明、助言、指導等に関すること。 

(3) 博物館資料の専門的、技術的な調査研究に関すること。 

(4) 博物館資料の案内書、解説書、目録、図録、年報及び調査研究の報告書等の作成並びに頒布に関

すること。 

(5) 学校、研究所、公民館、図書館等の教育、学術又は文化に関する諸機関との協力及び援助に関す

ること。 

(6) 市内外の他の博物館等との連絡、協力、刊行物及び情報の交換並びに博物館資料の相互貸借に関

すること。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

（休館日及び開館時間） 

第４条 博物館の休館日及び開館時間は、次のとおりとする。ただし、市長が必要と認めたときは、こ

の限りでない。 

区分 休館日 開館時間 

松本市立博物館 １階（子ども向け

展示室を除く。） 

１ 第３火曜日（当該日が休日に当

たるときは、当該日以後の休日を

除いた最初の日） 

２ １２月２９日から翌年の１月３

日まで 

午前９時から

午後９時まで 

１階子ども向け

展示室、２階及び

１ 火曜日（当該日が休日に当たる

ときは、当該日以後の休日を除い

午前９時から

午後５時まで 
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３階 た最初の日） 

２ １２月２９日から翌年の１月３

日まで 

国宝旧開智学校校舎 

松本市旧司祭館 

３月から１１月

まで 

第３火曜日（当該日が休日に当たる

ときは、当該日以後の休日を除いた

最初の日） 

午前９時から

午後５時まで 

１２月から２月

まで 

１ 火曜日（当該日が休日に当たる

ときは、当該日以後の休日を除い

た最初の日） 

２ １２月２９日から翌年の１月３

日まで 

松本民芸館 

松本市はかり資料館 

重要文化財馬場家住宅 

松本市歴史の里 

松本市時計博物館 

松本市山と自然博物館 

１ 火曜日（当該日が休日に当たるときは、当該日以

後の休日を除いた最初の日） 

２ １２月２９日から翌年の１月３日まで 

旧制高等学校記念館 １ 月曜日（当該日が休日に当たるときは、当該日以

後の休日を除いた最初の日） 

２ １２月２９日から翌年の１月３日まで 

旧山辺学校校舎 

松本市立考古博物館 

窪田空穂記念館 

松本市四賀化石館 

３月から１１月

まで 

火曜日（当該日が休日に当たるとき

は、当該日以後の休日を除いた最初

の日） 

１２月から２月

まで 

１ 休日等を除く日 

２ １２月２９日から翌年の１月３

日まで 

松本市高橋家住宅 ３月から１１月

まで 

休日等を除く日 

１２月から２月

まで 

１ 月曜日から土曜日まで 

２ １２月２９日から翌年の１月３

日まで 

松本市安曇資料館 １ ５月１日から１１月３０日までの間で休日等を

除く日 



4/12 

２ １２月１日から４月３０日まで 

備考 

１ 「休日」とは、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日をいう。 

２ 「休日等」とは、土曜日、日曜日及び休日をいう。 

（入館の制限） 

第５条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を拒絶し、又は退館を命ずることができ

る。 

(1) 博物館の施設及び設備（以下「施設等」という。）又は博物館資料を損傷し、又は滅失するおそ

れがあると認められるとき。 

(2) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

(3) 他人に迷惑を及ぼし、又は迷惑をかけるおそれがあると認められるとき。 

(4) 第１３条の規定に違反したとき。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が特に不適当と認めるとき。 

（観覧料） 

第６条 博物館の展示を観覧する者（以下「観覧者」という。）は、別表第１に定める観覧料をその都

度納入しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、観覧料と併せて市長が別に定める施設の観覧料を納入する場合その他市

長が特に必要と認める場合における観覧料は、別表第１に掲げる額の範囲内で市長が別に定める額と

する。 

３ 市長は、特別の展示をしたときは、その期間に限り、前２項の規定にかかわらず、その都度別に定

める観覧料を徴収することができる。 

（特別観覧料） 

第７条 学術研究その他教育的な目的のため、博物館資料の閲覧及び撮影、原板の使用その他特別な観

覧（以下「特別観覧」という。）をしようとする者は、あらかじめ市長に申請し、許可を受けなけれ

ばならない。許可を受けた事項の変更又は取消しをしようとするときも、同様とする。 

２ 前項の許可を受けた者（以下「特別観覧者」という。）は、当該許可を受けたときに特別観覧料を

納入しなければならない。 

３ 特別観覧料は、別表第２に定める額とする。 

（使用料） 

第８条 別表第３に掲げる施設又は別表第４に掲げる設備を使用しようとする者は、あらかじめ市長に

申請し、許可を受けなければならない。許可を受けた事項の変更又は取消しをしようとするときも、

同様とする。 

２ 前項の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、当該許可を受けたときに施設又は設備の使
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用料（以下「使用料」という。）を納入しなければならない。 

３ 使用料は、別表第３及び別表第４に定める額とする。 

（手数料） 

第８条の２ 国宝旧開智学校校舎における携帯品の一時預かり手数料は、携帯品１個につき１００円と

する。 

２ 前項の手数料は、市長が別に定める携帯品一時預かり証を交付してその都度徴収する。 

（特別観覧及び施設等の使用の制限） 

第９条 市長は、第５条各号のいずれかに該当すると認めるときは、特別観覧の許可又は施設等の使用

の許可をしないことができる。 

２ 市長は、特別観覧の許可又は施設等の使用の許可をするときは、博物館の管理上必要な条件を付す

ことができる。 

（特別観覧及び施設等の使用の停止） 

第１０条 市長は、特別観覧者又は使用者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、特別観覧

又は施設等の使用を停止し、又は許可を取り消すことができる。この場合において、特別観覧者又は

使用者に生じた損害については、市長はその責を負わない。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則等の規定に違反したとき。 

(2) 許可の条件に違反したとき。 

(3) 特別観覧及び施設等の使用の目的以外に特別観覧し、又は使用したとき。 

(4) 特別観覧及び施設等を使用する権利を譲渡し、又は転貸したとき。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が特に不適当と認めたとき。 

（観覧料等の減免） 

第１１条 市長は、特別の理由があると認めたときは、観覧料、特別観覧料、使用料及び手数料（以下

「観覧料等」という。）を減免することができる。 

（観覧料等の還付） 

第１２条 既に収めた観覧料等は還付しない。ただし、市長が特別の理由があると認めたときは、その

一部又は全部を還付することができる。 

（行為の禁止） 

第１３条 観覧者、特別観覧者及び使用者（以下「観覧者等」という。）は、市長の許可を得ないで次

に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 施設等の原状を変更すること。 

(2) 飲酒及び喫煙すること又は指定された場所以外で飲食し、及び火気を使用すること。 

(3) 物品を販売すること。 

(4) 広告又はこれに類するはり紙等を表示すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が不適当と認めること。 
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（原状回復の義務） 

第１４条 使用者は、施設等の使用を終了したとき又は使用を停止し、若しくは使用の許可を取り消さ

れたときは、直ちに施設等を原状に回復しなければならない。 

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは、市長がこれを代行し、その費用を使用者から徴収する。 

（損害賠償等） 

第１５条 観覧者等は、施設等又は博物館資料を損傷し、又は滅失したときは、これを原状に回復し、

又はその損害を賠償しなければならない。 

２ 観覧者等が前項の義務を履行しないときは、市長がこれを代行し、その費用を観覧者等から徴収す

る。 

（博物館協議会） 

第１６条 博物館法（昭和２６年法律第２８５号）第２５条の規定に基づき、市立博物館に松本市博物

館協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会委員（以下「委員」という。）の定数は、１０人以内とする。 

３ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 学校教育関係者 

(2) 社会教育関係者 

(3) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

(4) 有識者 

(5) 公募による市民 

(6) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

４ 委員の任期は２年とする。ただし、委員に欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（指定管理者による管理） 

第１７条 博物館のうち、次に掲げる博物館（以下「指定博物館」という。）の管理は、地方自治法第

２４４条の２第３項の規定により、指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に

これを行わせることができる。 

(1) 松本市立博物館 

(2) 松本民芸館 

(3) 松本市山と自然博物館 

２ 指定管理者は、松本市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１５年条例第４６号）

第３条第１項各号のいずれにも該当し、かつ、指定博物館の運営を行う能力及び実績を有するものと

する。 

３ 第４条の規定に関わらず、指定管理者は、必要があると認めるときは、あらかじめ市長の承認を得

て、指定博物館の休館日又は開館時間を変更することができる。 
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４ 指定管理者は、前項の規定により指定博物館の休館日又は開館時間を変更したときは、変更後の休

館日又は開館時間を指定博物館において公衆の見やすいように掲示しなければならない。 

５ 第１項の規定により指定博物館の管理を指定管理者に行わせる場合における第５条、第８条、第９

条、第１０条及び第１３条の規定（ただし、第９条及び第１０条に規定する特別観覧に関する部分を

除く。）の適用については、これらの規定中「市長」とあるのは、「指定管理者」と読み替えるもの

とする。 

（指定管理者が行う業務） 

第１８条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 指定博物館の観覧に関する業務 

(2) 指定博物館の施設の使用の許可に関する業務（松本市立博物館の指定管理者に限る。） 

(3) 指定博物館の施設等の維持管理に関する業務 

(4) 前３号に掲げるもののほか、指定博物館の運営に関する事務のうち、市長のみの権限に属する事

務を除く業務 

（委任） 

第１９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

（松本市特別職の職員等の給与並びに費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 松本市特別職の職員等の給与並びに費用弁償に関する条例（昭和２６年条例第８号）の一部を次の

ように改正する。 

別表第２に次のように加える。 

博物館協議会委員   ７，１００ ５，０００ 

（重要文化財旧開智学校校舎条例等の廃止） 

３ 重要文化財旧開智学校校舎条例（昭和３９年条例第１０３号）、松本民芸館条例（昭和５８年条例

第１１号）、松本市立考古博物館条例（昭和６１年条例第２１号）、松本市はかり資料館条例（平成

元年条例第６号）、松本市旧司祭館条例（平成３年条例第３８号）、旧制高等学校記念館条例（平成

５年条例第３号）、窪田空穂記念館条例（平成５年条例第４号）、重要文化財馬場家住宅条例（平成

９年条例第３号）、松本市歴史の里条例（平成１４年条例第５号）、松本市時計博物館条例（平成１

４年条例第６号）、松本市四賀化石館条例（平成１７年条例第７３号）、松本市安曇資料館条例（平

成１７年条例第７４号）、松本市山と自然博物館条例（平成１９年条例第３号）及び松本市高橋家住

宅条例（平成２１年条例第８号）は、廃止する。 

附 則（平成２６年３月１４日条例第１１３号） 
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（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の別表第２及び別表第３の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」と

いう。）以後の観覧に係る観覧料又は特別観覧料で施行日以後に納入するものから適用し、施行日以

後の観覧に係る観覧料又は特別観覧料で施行日前に納入するもの及び施行日前の観覧に係る観覧料

又は特別観覧料で施行日以後に納入するものについては、なお従前の例による。 

３ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の松本市立博物館条例（以下「旧条例」という。）

の規定により発行された共通観覧券は、この条例による改正後の松本市立博物館条例（以下「新条例」）

の規定により発行された共通観覧券とみなし、旧条例の規定により支払われた共通観覧券に係る観覧

料と新条例の規定による観覧料との差額は、精算しないものとする。 

附 則（平成３０年３月１９日条例第２４号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３０年６月２２日条例第３３号） 

この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月１８日条例第１１２号） 

（施行期日） 

１ この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行する。 

(1) 第２条第２項の表の改正規定、第４条の表の改正規定、第６条第１項ただし書を削る改正規定、

第８条第３項の改正規定、別表第１の改正規定（同表に旧山辺学校校舎の項を加える部分に限る。）、

別表第２を削る改正規定及び別表第３の改正規定（別表第３を別表第２とする部分に限る。） 平

成３１年４月１日 

(2) 別表第１の改正規定（同表に旧山辺学校校舎の項を加える部分を除く。）及び別表第３の改正規

定（別表第３を別表第２とする部分を除く。） 平成３１年１０月１日 

(3) 附則に１項を加える改正規定 平成３２年１月１日 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の別表第１及び別表第２の規定は、前項第２号に規定する施行日（以下「施

行日」という。）以後の観覧に係る観覧料又は許可に係る特別観覧料（以下「観覧料等」という。）

で施行日以後に納入するものから適用し、施行日以後の観覧料等で施行日前に納入するもの及び施行

日前の観覧料等で施行日以後に納入するものについては、なお従前の例による。 

３ この条例による改正前の松本市立博物館条例の規定により発行された共通観覧券は、この条例によ

る改正後の第６条第１項の規定にかかわらず、なおその効力を有する。 

附 則（令和元年９月２４日条例第１５号） 

この条例の施行期日は、別に規則で定める。 
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（令和元年規則第２９号で令和元年１０月１日から施行） 

附 則（令和４年６月２４日条例第２９号） 

（施行期日） 

１ この条例中第１条の規定は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第５条第１号、第９条第１

号及び第１０条第１項の改正規定は、公布の日から施行する。 

２ この条例中第２条の規定は、令和５年１０月１日から施行する。 

（準備行為） 

３ 指定管理者の指定に関する手続きその他この条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の

施行前においても行うことができる。 

附 則（令和５年３月２２日条例第１号） 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年９月２４日条例第６５号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定め

る日から施行する。 

(1) 第１３条第２号の改正規定及び附則第４項を削る改正規定 公布の日 

(2) 第６条第２項の改正規定、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に１項を加える改正規定、第

８条の改正規定、同条の次に１条を加える改正規定、第９条から第１１条まで、第１４条及び第１

７条の改正規定並びに別表第３の次に１表を加える改正規定 別に規則で定める日 

（令和６年規則第９２号で令和６年１１月９日から施行） 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の別表第１の規定は、令和７年４月１日以後に納入する観覧料から適用し、

同日前に納入するものについては、なお従前の例による。 

附 則（令和７年３月１８日条例第４号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に前項の規定による改正前の松本市立博物館条例（次項において「旧条例」

という。）の規定により松本市教育委員会によりなされた処分、手続その他の行為で現にその効力を

有するもの又は施行日前に松本市教育委員会に対してなされている申請その他の行為は、同項の規定

による改正後の松本市立博物館条例（次項において「新条例」という。）の規定により市長によりな

された処分、手続その他の行為又は市長に対してなされている申請その他の行為とみなす。  

３ この条例の施行の際現に旧条例第１６条第３項の規定により松本市博物館協議会委員に任命され

ている者は、新条例第１６条第３項の規定により委員として任命されたものとみなす。この場合にお
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いて、委員の任期は、同条第４項の規定にかかわらず、旧条例の規定による委員としての残任期間と

同一の期間とする。 

 

別表第１（第６条関係） 

（１） 松本市立博物館 

個人 団体 

一般 大学生等 高校生以下 人数  

 一般 大学生等 高校生以下 

円 円 円  円 円 円 

５００ ２５０ 無料 ２０人以

上 

４００ ２００ 無料 

備考 

１ 一般とは、大学生等及び高校生以下でない者をいう。 

２ 大学生等とは、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する大学、高等専門学校（第４

学年以上に限る。）及び専修学校（専門課程に限る。）の学生及び生徒である者をいう。 

３ 高校生以下とは、学校教育法に規定する高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の

高等部、高等専門学校（第１学年から第３学年までに限る。）及び専修学校（高等課程に限る。）

の生徒である者又は出生の日から１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者

をいう。 

（２） 分館 

区分 一般 小・中学生 

   円 円 

国宝旧開智学校校舎 個人 市長が指定するウ

ェブサイトを利用

して納入する場合 

６００ ３００ 

国宝旧開智学校校

舎内観覧券売場で

納入する場合 

７００ 

団体（２０人以上） ５４０ ２７０ 

松本民芸館 個人 ５００ 無料 

団体（２０人以上） ４５０ 無料 

松本市時計博物館 個人 ５００ ２００ 

団体（２０人以上） ４５０ １８０ 
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旧山辺学校校舎 

松本市立考古博物館 

松本市はかり資料館 

松本市旧司祭館 

旧制高等学校記念館 

窪田空穂記念館 

重要文化財馬場家住宅 

松本市歴史の里 

松本市山と自然博物館 

松本市高橋家住宅 

松本市四賀化石館 

松本市安曇資料館 

無料 

備考 一般とは、出生の日から１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にない者をいう。 

別表第２（第７条関係） 

区分 単位 金額 

 １点 円 

デジタルデータ使用（学術研究用） ５２０ 

デジタルデータ使用（その他） １，０４０ 

撮影（学術研究用） ２，０９０ 

撮影（その他） ４，１９０ 

原板使用（学術研究用） １，０４０ 

原板使用（その他） ２，０９０ 

熟覧 ３，１４０ 

別表第３（第８条関係） 

松本市立博物館 

区分 午前 午後 夜間 午前～午後 午後～夜間 全日 ２週間 

９：００～

１２：３０ 

１３：００

～１７：０

０ 

１７：３０

～２１：０

０ 

９：００～

１７：００ 

１３：００

～２１：０

０ 

９：００～

２１：００ 

閉館日を含

む１４日間 

特別展示室 全室 円 円 円 円 円 円 円 

― ― ― ３３，１０

０ 

― ― ― 

半室 ― ― ― １６，５５― ― ― 
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０ 

１／

４室 

― ― ― ８，２７５ ― ― ― 

ウインド―

ギャラリ―

A区画 

全区

画 

― ― ― ― ― ― ９，０００ 

半区

画 

― ― ― ― ― ― ４，５００ 

ウインド―

ギャラリ―

B区画 

全区

画 

― ― ― ― ― ― ４，４００ 

半区

画 

― ― ― ― ― ― ２，２００ 

ウインド―

ギャラリ―

C区画 

全区

画 

― ― ― ― ― ― １，５００ 

半区

画 

― ― ― ― ― ― ７５０ 

講堂 ４，４００ ５，０００ ５，５００ ９，４００ １０，５０

０ 

１４，９０

０ 

― 

会議室１ 全室 ８００ １，０００ １，３００ １，８００ ２，３００ ３，１００ ― 

半室 ４００ ５００ ６５０ ９００ １，１５０ １，５５０ ― 

会議室２ ８００ １，０００ １，２００ １，８００ ２，３００ ３，０００ ― 

交流学習室 ２，８００ ３，２００ ３，９００ ６，０００ ７，１００ ９，９００ ― 

ポケットパ―ク ３００ ３００ ４００ ６００ ７００ １，０００ ― 

備考 

１ 入場料若しくはこれに類するもの（以下「入場料等」という。）を徴収しないで施設を使用す

る場合で営業のために使用するとき又は入場料等を徴収して施設使用する場合で営業のため以

外に使用するときは、当該区分に定める額の１００分の１５０に相当する額とする。 

２ 入場料等を徴収して施設を使用する場合で営業のために使用するときは、当該区分に定める額

の１００分の２００に相当する額とする。 

３ 算出した額に１０円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 

別表第４（第８条関係） 

区分 金額 

コインロッカー １回につき １００円 

 


